
 

 

竹原市シルバー人材センターだより２月号 

       

◎現在募集中の就業情報   
1. 剪定（初心者でやってみたいと思われる方でも大丈夫です)  

2. 襖･障子･網戸の張替え（初心者でやってみたいと思われる方でも大丈夫です) 

3. 草刈り希望の方 

4. 草とり希望の方 

  5. 施設の自動車運転･･･月曜日～土曜日 日曜日も有り 15：30～17：30 

  6. 施設の自動車運転･･･月曜日～金曜日 8：30～10：00 

7. 宿泊施設の自動車運転･･･日祝日も有り 

8. ゲームコーナーの陳列･補充等･･･土日祝日等 １日 4H～4.5H 

      

 

興味があり、やってみたいと思われる仕事があれば説明しますので、 

遠慮なく事務局まで連絡下さい｡ 

 

     

      

                         

    数独に挑戦してください。              マスの中を 1～9 の数字を埋めて 

ヨコ  縦 マスの中の 数字が 

  重ならない様に埋めてください 

例                                              

                     

 

 

 

 

 

  

名 前 
 

 

答えをご持参の方粗品進呈 ３月１７日以降にご持参ください。 

提出･受取りは会員さん本人に限ります。 

 

                           今回はうらもあります 
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  問題を読んでマスにあてはまる文字を入れましょう。Ａ～E をつなげてできる言葉は？ 

タテのカギ 

1.海には○○○○､満ち潮がある 

2.他人の懐などから金品をかすめとる行為 

3.山口県で発見され愛媛県で栽培された柑橘 

5.登場人物やストーリーが滑稽で､観客の笑いを誘う劇 

7.＄､￥､€などは○○○記号という 

9.人口の花 

10.戦時下などで住民や建物を分散すること 

12.元祖､先祖 

 

ヨコのカギ 

1.古くから装飾品や器に使用されている宝石｡ 

またカワセミの別名 

4.燃料にする木 

6.顔立ちの良いことを○○○○好しという 

7.地球の衛星 

8.太陽光に含まれている有害な紫外線から地球上の生物 

を守っている 

11.田畑に立てて鳥獣が寄るのを防ぐ人形 

13.ブローカー 
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№１７７                              ２０２２年２月 

  

公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会 

 

１．事故の概要（就業中 6ヶ月以上の入院） 

個人宅にて、脚立を使い、約 3ｍのビワの木の剪定作業中、高さ約 1.8ｍから左足を滑らせ転

落した。事故後も約半月仕事を続けていたが、痛みが続いていたため通院したところ、胸椎圧

迫骨折との診断で入院、手術となった。その後、骨折が原因での胸椎化膿性脊椎炎を併発し、

下半身麻痺が残ったことから 6ヶ月以上にわたり入院となったが現在も週 3回通院、リハビリ中。 

 

２．事故の原因 

ヘルメットは着用していたが、墜落制止用器具（安全帯）は未着用で、脚立に上りながら不

安定な体制で作業を行ったこと。また、転落事故後、約半月間、通院が遅れたことも入院期

間が長引いたことに関係していると思われる。 

 

３．事故後の対応及び再発防止策 

【センターの事故後の対応】 

 班員全員と事故当日の状況、今後の対策について話し合い、「植木剪定作業服務規程」の

再確認をした。 

 転落等の事故が発生した場合は速やかに事務所に連絡し、すぐに受診するよう、周知した。 

 安全委員会、安全パトロールを実施 

【センターの再発防止策】 

 まずは、高所での剪定作業にあたってはヘルメット及び墜落制止用器具（安全帯）の着用 

徹底させること。また、併せて「植木剪定作業服務規程」の徹底と、作業前及び当日の作業 

想定される危険について、会員同士でミーティングする。 

【連合の再発防止策及びセンターへの指導】 

植木剪定の作業において発生する事故の多くは梯子や木の枝からの転落によるものであ

り、ヘルメットや墜落制止用器具（安全帯）を着用することで、重篤事故を防止することが

できることから、これらの着用がなければ作業を行わないこと及び認識の徹底について指導

を行う。 

また、万が一墜落・転落等の事故が発生した場合は、すぐに受診をし、怪我の有無の確認

をするとともに早期に対応することを徹底する。 
 

４．全シ協から 

  今回の事故は約 3ｍのビワの木の剪定作業中に脚立から足を滑らせた事故ですが、事故後、

痛みを我慢して半月間、仕事を続けていたことで、6ヶ月以上の入院を余儀なくされました。  

このように、墜落・転落などがあった場合は、念のため、すぐに受診をするように会員に周

知徹底していただくようお願いいたします。 

また、剪定作業については、ヘルメット及び墜落防止用器具（安全帯）を装着することを、

必ず実施していただき、墜落防止用器具（安全帯）を装着できないのであれば、このような

高さの剪定作業は請け負わないようにしてください。残念な事故が起きないよう会員、役職

員が一体となりセンターとして今一度会員が安全、安心して就業できる環境（基準の見直し

など）をご検討ください。 

★今月の事故から★ 

 

すべての災害は 

防ぐことができ

る 



 

               
 

  

１月は、９件の重篤事故報告がありました。 １月までの累計で比較してみると、令和２年度の

３５件と比べて令和３年度は２８件と７件減少しています。 

 また、就業中・就業途上別にみると、就業中では令和２年度の２４件と比べ１８件と６件の減少

となっており、就業途上については、令和２年度の１１件と比べ１０件と１件の減少となっていま

す。 

 

１月報告分までの累計 

            前年度比 80.0%  ( )は、当月報告分です。             

 
  １月報告分内容 

 
 
 
 
 

令和４年１月（令和３年度）事故速報 

（１） 重 篤 事 故  

令

和

３

年

度

累

計 

就業中・ 

就業途上 

件数 

内         訳 令和２年度同月累計 

事故 
の程度 

性別 

 計 

事故の 
程度 

性別 

死亡 入院 男性 女性 
死
亡 

入
院 

男
性 

女
性 

就業中 18(7) 13(5) 5(2) 18(7)  0(0)  就業中 24 12 12 24 0 

就業途上 10(2) 6(2) 4(0) 7(1) 3(1) 就業途上 11 10 １ 6 5 

計 28(9) 19(7)  9(2) 25(8) 3(1) 計 35 22 13 30 5 

№ 
性 
別  
等 

仕事内容
等 

 
事故の状況 

安 
全 
帽 

安 
全 
帯 

交通 
手段 

20 
男 
70
歳 

就業中 
（入院） 

植木の剪定作業をしていたところ足を滑らせ脚立
より転落した。その後も仕事を続けたが半月後、
入院、手術となった。胸椎圧迫骨折。 

〇 × ― 

 
 
21 

男
74
歳 

 
就業中 
（死亡） 

 
電動トリマーを使用しての剪定作業中、脚立で足
を滑らせ落下し脳挫傷で死亡した。 

  
〇 

 
× 

 
― 

 
 
22 

男

77

歳 

 
就業中 
（死亡） 

 
昼食後、一人で先に、剪定作業を再開し、三脚か
ら転落した。 

頭蓋骨骨折し脳出血のため、死亡した。 

 

〇 

 

× 

 

― 



 
 
 
23 

 
女 
73
歳 

 
就業途上 

（死亡） 

 
事業所での清掃作業から自転車で帰宅途中、交差

点で大型貨物自動車に巻き込まれ約４時間後に死
亡した。 

  
 
― 

 
 
― 

 
 

自転車 

 
 
24 

 
男 
70
歳 

 
就業中 

（入院） 

 
ゴルフボール収集中、地下タンクに転落した。頚
髄損傷。 

  
 
― 

 
 
― 

 
 
― 

 
 
25 

 
男 
75
歳 

 
就業途上 
（死亡） 

 
業務終了後、２階の事務所の階段から踏み外し転
落。頭部裂傷及び骨折、頸椎骨折、肋骨骨折した。 

  
 
― 

 
 
― 

 
 

徒歩 

 
 
26 

 
男 
92
歳 

 
就業中 

（死亡） 

 
配布業務に従事している会員が自転車に乗り広報

紙等を配布中、右側から宅配業者の車にはねられ
頭蓋骨骨折により死亡した。 

  
 
― 

 
 
― 

 
 
― 

 
 
27 

 
男 
75
歳 

 
就業中 
（死亡） 

 
剪定作業中、三脚から落下し、外傷性クモ膜下出
血により死亡した。 

  
 
× 

 
 
× 

 
 
― 

 
 
28 

 
男 
75
歳 

 
就業中 
（死亡） 

 
松の伐採作業中、木に立てかけた梯子の反対側に
倒れ右体側面打撲により大動脈破裂により死亡し
た。 

  
 
〇 

 
 
× 

 
 
― 

 
    

 

１月は、就業中の事故２３件、就業途上の事故６件と、合計２９件であり、昨年度同月の２４件

と比して５件の増加となっています。また、男女別では、男性は３件の減少となっており、女性は

２件の増加となっています。 

１月までの累計で比較してみると、昨年度の２０８件と比して、本年度は２２４件と１６件の増

加となっています。就業中・就業途上別にみると、就業中は１６９件で１５件の増加となっており、

就業途上は５５件で１件の増加となっています。男女別では、男性は 1件の増加となっており、女

性は１５件の増加となっています。 

 

令和 3 年度１月分 

（２）１ヶ月～６ヶ月未満の入院及び後遺障害の事故 

  
仕事の内容 

事故数（件） 男性（件） 女性（件） 平均年齢（歳） 

1月 累計 1月 累計 1月 累計 1月 累計 

就    

業

中 

植木・樹木の剪定等 8(9) 64(68) 8(9) 64(67) 0(0) 0(1) 73 74 

除草作業 8(2) 39(26) 6(2) 34(22) 2(0) 5(4) 75 74 

屋内・屋外清掃作業 3(4) 29(32) 0(2) 10(16) 3(2) 19(16) 75 74 

その他 4(3) 37(28) 4(3) 27(22) 0(0) 10(6) 73 75 

計 23(18) 169(154) 18(16)  135(127) 5(2) 34(27) 74 74 



( )は令和２年度同月の発生件数 

 

編 集 後 記 
立春を過ぎましたが、春は名のみの寒さが続いており、日本海側は大雪に暴風雪。ホワイトアウト

などご注意ください。一昨年のちょうど今頃始まった新型コロナウィルス感染症は次々変異株が現れ、

感染力の強いオミクロン株になってからは爆発的な感染となっていますが、感染者数はここにきて減

少傾向？そんな中、学生時代の親友のご主人がコロナに感染。基礎疾患があり、免疫力を下げる薬を

服用していたために重症となり人工呼吸器。全身麻酔で２週間後、目が覚めるか、亡くなるか、目が

覚めないで気管切開の延命治療と言われたとのこと。一人で抱えきれず、話してくれた彼女の話をた

だ聞くことと、励ますことしかできない自分。何とか山を越え、回復期の病院に転院することができ

たと聞いた時は、本当に嬉しくて二人で泣きました。コロナは身近なところに迫ってきています。自

己防衛にはマスク、手洗いなど予防策を徹底し、三密を避けて、３回目のワクチン接種くらいでしょ

うか。それまで今できる感染対策を講じ、お元気にお過ごしいただければと思います。もう１月もし

ないうちに、桜が咲く季節となります。年度末まであと１ヶ月余り、健康に留意され、気を引き締め

て安全就業に努めてください。（松山） 

 

わが家には可愛い猫が二人います。猫ですが数え方は「頭・匹」ではなく、敢えて「人」と言わせ

てください。大事な大事な家族なので。今から 11年前に岐阜県のブリーダーさんから譲り受けた双子

のアビシニアンで、家に着くなり「みゃみゃみゃ」と元気良く飛び回っていたことを今も鮮明に思い

出します。生後 3か月だった仔猫は今では 11歳。人間だとだいたい 60歳くらいになります。冷蔵庫

の上など高い所にいとも簡単に跳び上っていましたが、最近ではその数も減り、歩く速度もいくぶん

遅くなったような気がします。そんな一人が昨年末、突然興奮した様子でぐるぐると同じ場所を回り

はじめました。昼に始まり夕方になっても続き、抱っこしても押さえ付けても止まらず、翌朝によう

やく疲れ果てて回るのをやめ、グッタリ寝てしまいました。私は認知症を疑い、撮影した動画を獣医

に見せたところ「何らかの脳疾患により一時的に脳圧が上がり、平衡感覚に障害が起きている」との

ことでした。その後、一度だけ発作がありましたが抱きしめていたら落ち着き、今のところは普段通

り元気に暮らしています。動物は話をすることができないので、人間が表情や行動をよく観察してあ

げなければいけません。シルバー会員の皆さんは多少の体調不良を我慢したりしていませんか？人間

は動物とは違い言葉が話せるものの我慢をすることができるので、周りが気付けない場合があります。

朝礼時や就業前に会員さん同士で顔色や行動などを確認し、もしも体調が悪そうな人がいたら休んで

もらうなど、お互いに注意をするように心がけて毎日生き生きと活躍してください。（髙木） 

 

就業

途上 

交

通 

手

段 

徒歩 0(2) 15(16) 0(1) 5(8) 0(1) 10(8) ― 77 

自転車 5(2) 22(27) 3(1) 9(18) 2(1) 13(9) 78 78 

バイク 1(2) 10(9) 1(1) 6(5) 0(1) 4(4) 81 74 

自動車 0(0)  8(2) 0(0) 6(2) 0(0) 2(0) ― 73 

計 6(6) 55(54) 4(3)  26(33) 2(3) 29(21) 79 76 

合 計 29(24) 224(208) 22（19） 161(160) 7(5) 63(48) 75 75 


